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※ □は都民の意見 □は子供の意見の反映箇所 
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「未来の東京」に生きる子供たちのために 

 

新型コロナの猛威により、世界は今、100 年に一度とも言われる未曽有の危機

に直面しています。世界経済の変化や第４次産業革命の進展は、スピードを更に

増し、少子高齢・人口減少社会の進行もより深刻な状況となり、さらには気候変

動が人類の持続可能性を危機に晒しています。 

目の前に困難が立ちはだかる今だからこそ、我々が目指す理想はどこにあるの

か、未来の東京の姿について、展望していかなければなりません。 

 

「人」を育む教育の在り方も、従来の発想からの転換が求められています。 

「未来の東京」に生きる子供たちが、個性や特長を活かして、生き方や働き方

を自ら選び、様々な困難を乗り越えて、それぞれの人生を生き抜いていけるよう、一人ひとりを社会全体

で大切に育てていくことが重要です。 

そのためにも、教育の DX により、いかなる状況でも学びを止めない環境をつくりあげ、東京の強みで

もある豊富な社会資源を最大限に活かしながら、社会の宝である子供の学びを支えていきます。 

 

子供の意欲を引き出し、主体的に学び続ける力を育み、ICT の活用により一人ひとりの力を最大限に伸

ばす。これらの「学び」を実践し、絶えず改善を繰り返しながら、理想の教育を追求していく。 

こうした全体の姿を新たな「東京型教育モデル」として位置づけ、社会全体で子供たちの成長を支えて

いきます。 

 

このような考えのもと、今後の東京の教育施策の基本的な方針を示す、新たな「東京都教育施策大綱」

を策定しました。これまでの「東京都教育施策大綱～東京の輝く未来を創造する教育の実現に向けて～」

の考え方や様々な取組による改革の流れを受け継ぎながら、いま直面している危機を乗り越え、明るい未

来を切り拓くため、新しい時代の教育を確立していきたいと思います。 

 

今後、この新たな「東京都教育施策大綱」に基づき、知事と教育委員会が一体となって、すべての子供

が将来への希望を持って、自ら伸び、育つ東京を創り上げていきます。 

 

 

 

令和３（２０２１）年３月   

東京都知事  （知事 署名） 

 

 

知事写真 
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第１章 「未来の東京」とそこに生きる子供たちの姿  

１ 「未来の東京」の姿 

〇 東京は世界でも有数の成熟した都市であり、これからもその豊かさを維持しながら、 

真に魅力的な都市として発展し続けなければなりません。 

〇 グローバル化等により様々な人とつながる多文化共生社会の進展や、AI、IoT、ビッグ 

データ等、先端技術の社会実装による Society5.0 時代が到来しつつある中、徹底したデ 

ジタルトランスフォーメーションにより、「魅力と強さを兼ね備えたまちづくり」を推進

し、世界における東京の存在感を更に向上させていくことが必要です。 

〇 また、新型コロナウイルス感染症によって疲弊した経済や社会、人々の心を回復させ 

ながら、未来に向けた復興を目指す中で、人々の持続可能な生活を実現するためには、 

「サステナブル・リカバリー（持続可能な回復）」という新たな視点が重要です。 

〇 「新しい日常」の定着や、デジタルトランスフォーメーションなどによって、質の高 

い暮らしや機能的なまちづくり、人々の心の豊かさを追求し、多様性と包摂性にあふれ 

た「人が輝く東京」を実現していきます。 
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２ 「未来の東京」に生きる子供の姿 

〇 子供は、「未来の東京」の担い手であり、「社会の宝」です。 

〇 子供たちが調和のとれた大人に育つためには、学校だけでなく、家庭や地域が果たす 

 役割が大きく、それぞれが互いに連携し、すべての子供が社会全体で大切にされ、支え 

 られて、笑顔で伸び、育つ環境を整えていかなければなりません。 

〇 予測困難なこれからの時代において、子供たちには、常に社会の変化を柔軟に受け止

め、生涯にわたって様々なことに粘り強く挑戦し、自ら学び続けていく姿勢が大切であ

り、教育には、その素地を養うことが求められています。 

〇 そこで、本大綱では、「未来の東京」に生きる子供の姿を、次のように描きます。 

【「未来の東京」に生きる子供の姿】 

 

 

 

 

 

子供たちがこのように育っていくためには、次のような資質が必要になります。 

 

 

 

■ 自らの個性や能力を伸ばし、様々な困難を乗り越え、人生を切り拓
ひら

  

いていくことができる 

■ 他者への共感や思いやりを持つとともに、自己を確立し、多様な人々

が共に生きる社会の実現に寄与する 
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【「未来の東京」に生きる子供の姿】 

 

 

【求められる資質】 

〇 これからの変化の激しい社会を生きていくに当たっては、子供たち自身に、生涯に

わたって遭遇する課題や抱える悩みにしっかりと向き合い、能動的に解決しながら生

きていこうとする姿勢が求められます。 

〇 また、知識の習得だけでなく、自分の可能性を自分で認め、自己肯定感や自己有用 

感を持って、どのように人生や社会をより良いものにしていくのか、自ら考え、その 

持てる力を伸ばし、発揮していくことができるようにする必要があります。 

  

■ 自らの個性や能力を伸ばし、様々な困難を乗り越え、人生を切り拓
ひら

  

いていくことができる 



5 

 

【「未来の東京」に生きる子供の姿】 

 

 

【求められる資質】 

〇 多様な人々が共に暮らす社会においては、様々な背景や価値観を持つ人が、違いを

認め合いながら、支え合うこととなります。そのような社会を生きる子供たちには、自

分をありのままに受け止めるとともに、他者を大切にし、お互いを理解、尊重する気持

ちを育てることが重要です。 

〇 特に、デジタルツールを介したコミュニケーションの機会がますます増加していく

これからの社会においては、これまで以上に相手の状況や立場を理解し、共感と思い

やりの心を持つことが不可欠です。 

〇 また、新たな社会を築いていく意識を持ち、そのために何をすべきか、自ら考え、行

動することができる力を身に付けていく必要があります。 

〇 我が国には、礼節を重んじ、互いに助け合って生活する国民性や美徳があります。 

こうした伝統を、道徳教育などを通じて引き継いでいくとともに、他者への思いやりや、

掛け替えのない生命を大切にする気持ちを、一人ひとりの子供に確実に育んでいくこ

とが重要です。 

  

■ 他者への共感や思いやりを持つとともに、自己を確立し、 

多様な人々が共に生きる社会の実現に寄与する 
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第２章 東京における教育の在り方 

1 東京の目指す教育 

〇 第１章で示した「未来の東京」に生きる子供の姿を実現するためには、学校だけでな

く、家庭や地域が互いに連携して子供を支える環境を整えていかなければなりません。 

〇 そのため、これまで以上に都民目線や現場目線を徹底し、施策を検討し、実現してい

く必要があります。 

〇 教育においても、子供や保護者、教職員等の目線を大切にしながら、新しい時代に対

応した教育の在り方の確立を目指していきます。 

〇 子供たちが、自らの人生を豊かなものとし、未来の社会の担い手として生き生きと活

躍していくためには、子供目線を大切にしながら、その成長を社会全体で見守り、支え

ていくことが重要です。 

〇 また、社会全体で子供たちの学ぶ意欲や学ぶ権利を支え、子供たちが抱える悩みにも

丁寧に寄り添うことで、誰一人取り残さない教育を実現し、すべての子供が将来への希

望を持って、伸び、育つ東京を創り上げていきます。 

〇 このような考えに基づき、本大綱においては、今後、東京が目指すべき教育を、以下

のとおり示します。 

【東京の目指す教育】 

 

 

誰一人取り残さず、すべての子供が将来への希望を持って、 

自ら伸び、育つ教育 
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２ 「東京の目指す教育」の実現に向けて 

（１）実現に向けた取組 

〇 「誰一人取り残さず、すべての子供が将来への希望を持って、自ら伸び、育つ教育」

の実現に向けて、子供たちが「自ら伸び、育つ」「将来への希望を持つ」「誰一人取り残

さない」ことができるよう、以下のとおり取り組んでいきます。 

① すべての子供が自ら伸び、育つために 

〇 すべての子供が自ら伸び、育つためには、子供たちの持つ力や伸びようとする意欲

を引き出すことが必要です。 

〇 現在、一人ひとりの子供のおかれた状況は様々です。 

〇 また、特別な支援を必要とする子供の数は、年々増加しています。同時に、子供の 

状況に応じた支援の輪が広がっています。多様な学びの場の整備が進み、心のバリア

フリーが浸透していく中で、一人ひとりの子供が、状況に応じた支援を得ながら活躍

できる世界が広がっています。 

〇 加えて、グローバル化を背景として、学習に言葉の壁を抱える子供も増えていま 

す。学校は、様々な国や地域にルーツを持つ子供が共に学ぶことが当たり前の環境と

なり、多様な言語に対応した学習ツールの開発等も進みつつあります。 

〇 多様な悩みを抱える子供たちを支えながら、一人ひとりの違いを個性として受け止

め、それぞれが自ら伸びようとする意欲を引き出す学びを実現していきます。 
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② 子供たちが将来への希望を持つために 

〇 子供たちが将来への希望を持つためには、将来の自分の姿を具体的にイメージでき

るようにすることが必要です。 

〇 学校での学びは、社会での自己実現に向けた大切なステップであり、子供たちが、 

学校での学びが社会や自分の将来とどのように繋がっているのかを意識し、学びの意

義や意味を理解できるようにすることが求められます。 

〇 学校が社会との繋がりを深め、併せて子供たちの自己肯定感や自己有用感を高める

取り組みを充実させることで、子供たちが自分の希望する将来への道が繋がっている

ことを実感できる学びを積み重ねていきます。 

 

③ 誰一人取り残さないために 

〇 これからの社会では、デジタルトランスフォーメーションが、あらゆる分野に影響

を及ぼすと考えられます。 

〇 教育においても、子供一人１台端末の環境整備が進み、子供たち一人ひとりの学ぶ

環境が変化し、充実してきました。 

〇 今後は、学校におけるこれまでの実践に、デジタル技術の活用を加え、あらゆる場

面で学びを充実させていきます。 

〇 デジタルの力によって、子供たち一人ひとりの理解や学習の進度に応じた学びを提

供するとともに、多様な場で多様な学びを実現していきます。 
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（２）基軸となる３つの「学び」 

〇 「誰一人取り残さず、すべての子供が将来への希望を持って、自ら伸び、育つ教育」

を実現するためには、日々の教育活動の中で、様々な「学び」を組み合わせながら、子

供の状況にあわせた「学び」を提供していく必要があります。 

〇 本大綱では、以下の３つの「学び」を、「東京の目指す教育」の実現に向けた基軸とし

て定め、実践していくこととします。 

〇 これらは、「東京の目指す教育」の実現に向けた「学び」であると同時に、日々の教育

活動の取組を形作る「学び」でもあり、それぞれを強化していくことが重要です。 

 

【 3 つの「学び」】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 子供の個性と成長に合わせて意欲を引き出す「学び」 

■ 子供の成長を社会全体で支え、主体的に学び続ける力を育む「学び」 

■ ＩＣＴの活用によって、子供たち一人ひとりの力を最大限に伸ばす 

「学び」（教育×DX※）          ※ DX＝デジタルトランスフォーメーション 
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（３）３つの「学び」を実践するための視点 

〇 この３つの「学び」を実践するに当たっては、未来の社会の担い手であり、学びの 

主役である子供自身の目線を大切にし、東京の強みを最大限活かしながら、東京なら 

ではの、教育を展開していきます。 

① 子供目線を大切にする 

〇 「未来の東京」の担い手である子供たちが、生涯にわたって様々なことに粘り強 

く挑戦し、自ら学び続けていくためには、教育においてその素地を養う必要があり 

ます。 

〇 そのため、子供たちが様々な体験や経験等によって新たな気付きを得て、意欲を 

持って主体的に学ぶことができるよう、子供の目線を大切にした学びを実現していき 

ます。 

② 東京の強みを活かす 

〇 東京には、多様な専門人材や最先端の企業、高度な研究機関など、豊富な社会資  

源が集積しています。また、コロナ禍を経た現在、あらゆる分野でデジタルトラン 

スフォーメーションが加速しており、これらは東京の強みとなっています。 

〇 教育の分野においても、これまで積み上げてきた教育の成果を発展させていくとと

もに、これらの強みを最大限に活かしていきます。 

  「東京の目指す教育」の実現に向けて、「子供目線」や「東京の強み」という視点を踏 

 まえた、３つの「学び」を基軸として、それぞれを充実・強化するとともに、有機的に

連携させながら施策を展開していきます。 

なお、３つの「学び」の具体的な考え方は、以下のとおりです。 
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③ ３つの「学び」の具体的な考え方 

[子供の個性と成長に合わせて意欲を引き出す「学び」] 

〇 子供たちが意欲を持って主体的に学ぶためには、「なぜそのことを学ぶのか」、「学ん

だことがその後の人生や社会でどう役立つのか」という「各教科等を学ぶ意義」や、

「学ぶことの楽しさ」について、実感を伴って理解できることが必要です。  

〇 また、子供たち一人ひとりの学習の進度や興味・関心の度合い、発達の段階などに応  

じた教育を提供するためには、変化する子供の状態を随時把握し、常に改善を図りなが

ら、実践を継続していくことが求められます。 

〇 学校においては、社会の動向や進化するデジタル技術の状況を踏まえ、それらを柔軟

かつ適切に組み合わせて活用し、一人ひとりに最適な学びを提供していきます。その中

で、教員がファシリテーターとして、子供たち一人ひとりの意欲を引き出し、探究的・

主体的な学びを導き、教育の質を向上させていきます。 

 

[子供の成長を社会全体で支え、主体的に学び続ける力を育む「学び」] 

〇 未来の社会の担い手となる子供たちが、新しい時代に求められる資質・能力を身に付

けられるようにするためには、これまで以上に学校と社会が協力・連携して取り組むこ

とが必要です。 

〇 また、子供たちが、社会の変化を柔軟に受け止め、生涯に渡って様々なことに粘り強

く挑戦し、主体的に学び続けることができるよう、その素地を養うことが求められま

す。 

〇 社会全体で子供たちを支えていくため、学校において、外部の人的・物的資源を積極 
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的に教育活動に取り入れ、社会とのつながりを深めていくとともに、子供たち一人ひと

りのおかれた様々な状況に応じて、多様な学びの場を創出していきます。 

 

[ＩＣＴの活用によって、子供たち一人ひとりの力を最大限に伸ばす「学び」（教育×ＤＸ）] 

〇 子供たちの学ぶ意欲に応え、子供たちの力を最大限に伸ばすためには、これからの学 

校のスタンダードである、子供一人１台の端末と学校における高速大容量のネットワー

ク環境を最大限に活用していくことが重要です。 

〇 デジタル技術を活用して何をどのように教えるのか、という観点から教育のデジタル

トランスフォーメーションを強力に推進し、知識習得型の学びと探究型の学びのベスト

ミックスを図り、教え方や学び方を改革していくことが必要です。 

〇 また、子供たち一人ひとりの状況に合わせて学ぶ機会を拡充し、対面学習とオンライ

ン学習を効果的に組み合わせ、感染症発生時や災害時など、いかなる状況でも子供たち

の学びを止めない仕組みを構築していきます。 

〇 さらに、学習データ等の活用により、エビデンスベースの最適化された学びを提供す

るとともに、蓄積されたビッグデータを教育施策へ反映・展開していきます。 
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３ 「東京型教育モデル」の実践 

（１）「東京型教育モデル」とは 

〇 「東京の目指す教育」を実現するため、「子供の意欲を引き出す学び」「成長を社会

全体で支え、学び続ける力を育む学び」「ＩＣＴの活用により一人ひとりの力を最大限

に伸ばす学び」という３つの学びを基軸として、新たな「学び」を創出していきます。 

〇 また、「東京の目指す教育」の在り方は、社会の変化などにも柔軟に対応していくこ

とが求められます。新たな学びを日々実践し、改善を繰り返しながら、理想の教育を追

求し続けていきます。 

〇 さらに、こうした教育の在り方を社会全体で共有することによって、子供たちの成

長を支えていきます。 

 〇 本大綱では、こうした全体の姿を総称して「東京型教育モデル」として位置付け、   

教育施策全体を展開していきます。 

【東京型教育モデル】 

 

 

 

 

 

  

① ３つの「学び」を有機的に連携させ、新たな「学び」を創出 

② 新たな「学び」を日々実践・改善しながら、理想の教育を追求 

③  社会の変化に柔軟に対応しながら、東京の目指す教育を実現 

② 実践・追求 ③ 理想の教育の実現 ① 新たな学びの創出 

【イメージ】 
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（２）「東京型教育モデル」における学びの場 

〇 「東京型教育モデル」の実践において、子供たちの学びの場は、学校をはじめとし

て、地域や社会全体に広がっていきます。教育の理想やその実現に向けた取組を、学

校や地域社会が共有し、連携して実践していくことが大切です。 

① 学校の役割 

[学校における教育活動] 

〇 学校は教育活動の中心的存在であり、「東京型教育モデル」の実践においても重要な

場となります。 

〇 学校においては、これまでも、子供の興味・関心を生かした自主的・主体的な学習 

が促されるよう、「個に応じた指導」が重視されてきました。今後は、デジタル技術を

活用した学習データ等を生かすことで、更に子供たち一人ひとりに最適化された学び

を提供することが可能になります。 

〇 また、学校は、基礎的・基本的な知識・技能の修得のほかにも、他者との関わりや、

集団や社会生活に関する教育、心の教育、健康や体力向上に関する教育等についても

重要な役割を担っており、教員が様々な場面を通じて子供の状況を総合的に把握しな

がら、「知」「徳」「体」を一体的に育む教育を行っています。 

［教え方、学び方の転換］ 

〇 学校における人間同士のリアルな関係づくりは、社会を形成していく上で不可欠な

要素であり、教員と子供の関わり合いや、子供同士の関わり合い、自分の感覚や行為を

通して理解する実習・実験、地域社会での多様な体験活動など、様々な場面で実体験を

通して学ぶことの重要性は、これからの時代にこそ、一層高まります。 
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〇 今後、学校においては、これまで以上に外部の力を教育活動に取り入れ、社会とつな

がる体験や経験の場を設けることで、子供たちが新たな気付きを得られる、主体的な

学びを実現することが必要です。 

〇 更に、デジタル技術や社会の力を活用することで、子供たち一人ひとりのおかれた

様々な状況に合わせた、多様な学びの場につないでいくことも可能になります。 

〇 今後、各学校においては、これまで積み上げてきた教育の成果に加え、新たな学び

の実践を組み合わせて、教育内容や方法の改善や充実を図り、理想の教育を追求して

いくことが期待されます。 

 [子供を導く教員] 

〇 学校において、子供を導いていく教員の役割は、非常に重要です。 

〇 教員は、子供たち一人ひとりの力を最大限に引き出すとともに、子供の主体的な学

びを促す役割を担っています。 

〇 これからの教員には、これまでの実践に加え、デジタル技術や社会の力を活用しな

がら、子供との関わりの中で成長やつまずきを見出だし、よりきめ細かい指導や支援

を行うことが求められます。 

〇 そのため、教育の質の向上のためには、教員自身が社会の変化に柔軟に対応し、 前

向きに学び続けることが必要です。 

 [地域の拠点として] 

〇 学校は、子供たちの成長を支える場であると同時に、地域住民の活動を支える地域

の拠点としての役割等も担っています。 



18 

 

〇 学校においては、地域や社会との繋がりを子供たちの学びに活かすだけでなく、地域

や社会の人々が活動の拠点として学校と関わることによって、地域に根差し、社会全体

で子供たちを支えていくことにもつながります。  

② 地域や様々な主体と連携した多様な学びの場 

〇 すべての子供が笑顔で伸び、育つためには、子供たち一人ひとりのおかれた状況に応

じて、多様な学びの場を創出し、提供することが必要となります。 

〇 悩みを抱える子供たちも含め、一人ひとりの子供にとって最適な学びの場は様々で

す。子供たちが希望する将来への道を見いだし、意欲を高めていけるよう、安心して学

び続けられる環境を整えていかなければなりません。 

〇 現在、地域や社会には、民間団体などの様々な主体が運営する多様な学びの場があり

ます。子供たちが、学校をはじめとした多様な学びの場があることを知り、自分に合っ

た学びの場を選択することが可能な社会を実現していく必要があります。 

〇 そのためには、学校を含む地域や社会の様々な主体が「東京型教育モデル」の考え方

を共有し、互いに連携しながら、多面的・多角的に子供の成長を支え、見守っていくこ

とが必要です。 
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第３章 「東京型教育モデル」で実践する特に重要な事項 

生徒作品 生徒作品 生徒作品 

生徒作品 生徒作品 生徒作品 
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第３章 「東京型教育モデル」で実践する特に重要な事項 

〇 本大綱では、第１章で示した「未来の東京に生きる子供の姿」や、第２章で示した

「東京型教育モデル」の考え方を踏まえ、次の６つの事項を、特に重要で優先的に取り

組む事項としました。 

【「東京型教育モデル」で実践する特に重要な事項】 

 

 

 

 

 

 

 

〇 各事項においては、「子供の個性と成長に合わせて意欲を引き出す学び」「子供の成長

を社会全体で支え、主体的に学び続ける力を育む学び」「ＩＣＴの活用によって、子供

たち一人ひとりの力を最大限に伸ばす学び」という３つの「学び」を、有機的に連携さ

せながら施策を推進していきます。 

〇 また、これらの事項は一つ一つが独立したものではなく、相互に密接な関係を有して

いることから、教育施策として一体的に展開していきます。 

 

１ 一人ひとりの個性や能力に合った最適な学びの実現 

２ Society5.0 時代を切り拓
ひら

くイノベーション人材の育成 

３ 世界に羽ばたくグローバル人材の育成 

４ 教育のインクルージョンの推進 

５ 子供たちの心身の健やかな成長に向けたきめ細かいサポートの充実 

６ 子供たちの学びを支える教師力・学校力の強化 
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１ 一人ひとりの個性や能力に合った最適な学びの実現  

〇 Society5.0 時代の到来や、新型コロナウイルスの感染拡大など、予測困難な時代に

おいて、すべての子供が社会環境の変化に適切に対応し、人生を生き抜いていくため

には、子供たち一人ひとりに合わせて、学びを導いていくことが必要です。 

〇 そのため、子供たちが、これからの社会を生きるために必要な基礎的、基本的な知

識・技能を確実に習得できるようにするとともに、成長段階も踏まえて、それぞれの個

性や能力に着目した最適な学びを提供していきます。 

 

 

 

２ Society5.0 時代を切り拓
ひら

くイノベーション人材の育成 

〇 科学技術立国・日本の首都として、世界をリードする東京を実現するためには、子供

たちが、Society5.0 時代を主体的に生きることができるようにするとともに、新たな

イノベーションや価値を創造する人材、デジタルトランスフォーメーションを推進す

る人材、SDGs 等を踏まえた持続可能な社会づくりに貢献できる人材等の育成が必要

です。 

〇 そのため、思考力・判断力・表現力等を育む教育や、文系・理系に偏らない学び、

SDGs の理念等を踏まえ、地域の課題から地球規模の諸課題まで幅広く自らの課題と

して考え、解決する力を育む教育等を実現していきます。 

 

 

【施策例】・「TOKYO スマート・スクール・プロジェクト」の推進、 

・きめ細かい指導による、基礎的基本的な知識・技能の確実な定着 等 

 

【施策例】・STEAM 教育、工業高校教育の改革・充実 等 

・社会の持続的な発展を牽引する力を伸ばす教育 等 
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３ 世界に羽ばたくグローバル人材の育成 

〇 グローバル化が進む社会において、子供たちが活躍するためには、まず、子供たち自

身が、我が国や郷土の伝統や文化を理解し、その上で、異なる言語や文化、価値を乗り

越えて関係を構築するためのコミュニケーション能力や協調性、新しい価値を創造す

る力を身につけることが大切です。 

〇 また、子供たちが外国語を当たり前に使いこなすとともに、我が国の伝統文化等に

立脚した広い視野や多様な人々と協働する力をもち、豊かな国際感覚を身に付けて、

世界を牽引していくことができる人材を育成する必要があります。 

〇 そのため、デジタル技術の更なる活用を促進し、いつでも、どこでも、誰でも、外国

語を学ぶことができる環境を整え、子供たちの語学力の向上を図るとともに、豊かな

教養や論理的思考力、コミュニケーション力、異文化への理解、国際社会に生きるため

に必要なアイデンティティ―の育成を図る教育を行っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

【施策例】・DX に対応した英語教育の推進 

     ・多摩地域における体験型英語学習施設の整備  
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４ 教育のインクルージョンの推進 

〇 すべての子供が、一人ひとりの持てる力を最大限に伸ばし、主体的、積極的に社会参

加するとともに、互いを理解しながら交流し、支え合う体験を通して、一人ひとりの 

「心のバリアフリー」を実現することが大切です。 

〇 学校生活を通じて多様な人々と接し、共に学ぶ経験が子供たちにとって重要であり、

その経験が、他者への共感と思いやりを育てることにつながります。 

〇 こうした教育のインクルージョンを推進するためには、病気や障害等の状況にかか

わらず、全ての子供たちを受け入れていく姿勢や様々な専門性が必要になります。 

〇 そのため、様々な状況の子供たちが、学習活動に参加している実感や達成感を感じ

ながら充実した時間を過ごせる環境や、柔軟な仕組みによる多様な学びの場を整備し、

人々が共に支え合い、認め合い、尊重し合う心の育成を図っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【施策例】・障害のある児童・生徒の能力を最大限に伸ばし、自立と社会参加・貢献を 

実現するための教育の充実 

      ・社会的な自立を支援する学びのセーフティネットの構築 等 
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５ 子供たちの心身の健やかな成長に向けたきめ細かいサポートの充実 

〇 心の問題や人間関係、家庭の状況など、子供たち一人ひとりの課題や悩み等は様々

です。こうした様々な状況の子供に寄り添い、保護者や関係機関、外部の専門家等との

連携を緊密に図るなど、これまでの学校や教員の知見に加えて、社会全体で子供たち

の心身をきめ細かくサポートしていくことが大切です。 

〇 また、我が国の礼節を重んじ、互いに助け合って生活する国民性や美徳など、よき日

本の伝統を、道徳教育等を通じて子供たちに引き継いでいくとともに、他者への思い

やり、掛け替えのない生命を大切にする気持ちなどを、一人ひとりの子供たちに確実

に育んでいきます。 

〇 さらに、生涯にわたって心身の健康を維持していけるよう、「知」「徳」「体」の「徳」

や「体」に関する教育についても、充実を図っていきます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

【施策例】・健やかな体を育て、健康で安全に生活する力を育む教育の推進 

 ・生命を大切にする心や他人を思いやる心、規範意識等を育む教育の充実  

・いじめ防止の対策や自殺対策に関する教育の推進 等 
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６ 子供たちの学びを支える教師力・学校力の強化 

〇 重要事項の１から５までを実践するに当たっては、学びを支える教員や学校の力が

要（かなめ）となります。 

〇 学校や教員が持つ力を更に強化し、今まで以上に発揮していく必要があります。 

〇 そのため、教員については、研修の充実等により、教科の専門性とともに、最先端の

知識やデジタルリテラシー等に関する指導力の向上を、不断に図っていく必要があり

ます。 

〇 あわせて、新たな学びを担う優秀な教員を確保するための施策も重要です。 

〇 また、学校は、新たな時代の学びへの対応とともに、子供の安全・安心を確保し、地

域の拠点となる役割等も期待されています。 

〇 社会全体の力を活かして子供たちを育むために、学校と家庭・地域との連携・協働を

充実させるとともに、学校における運営体制の整備や組織力の向上を図っていきます。 

〇 また、学校においては、子供たちが、生涯にわたって学び続け、挑戦し続けるための

素地を養うことできる環境を整備することも必要です。 

〇 学校が、地域人材や高齢者等との交流の拠点として機能し、災害発生時には地域の

避難所になることなども踏まえ、防災の強靭化やバリアフリー化など施設・設備の充

実を進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

【施策例】・これからの教育を担う優れた教員の育成  

・教員の負担を軽減し、教育の質を向上させる「働き方改革」  

     ・質の高い教育を支える環境の整備 等 
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参考資料「『東京都教育施策大綱（案）骨子』に対する都民への意見募集」の結果について 

意見募集の結果の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）募集期間 

   令和２年１２月２１日（月）から 

令和３年１月２０日（水）まで 

（２）提出方法 

   電子メール又は郵送 

（３）意見の総数等 

   合計 ６４件 ２７人 

（４）内訳 

  ア 項目と件数 

項  目 件 数 

第１章 「未来の東京」とそこに生きる子供たちの姿 

１ 「未来の東京」の姿 
１３ 

２ 「未来の東京」に生きる子供の姿 

第２章 東京における教育の在り方 

１ 東京の目指す教育  

 

 

２５ 

２ 「東京の目指す教育」の実現に向けて 

（１）実現に向けた取組 

（２）基軸となる３つの「学び」 

（３）３つの「学び」を実践するための視点 

３ 「東京型教育モデル」の実践 

（１）「東京型教育モデル」とは 

（２）「東京型教育モデル」における学びの場 

第３章 「東京型教育モデル」で実践する特に重要な事項 

１ 一人ひとりの個性や能力に合った最適な学びの実現 ０ 

２ Society5.0 時代を切り拓くイノベーション人材の育成 ０ 

３ 世界に羽ばたくグローバル人材の育成 ３ 

４ 教育のインクルージョンの推進 ３ 

５ 子供たちの心身の健やかな成長に向けたきめ細かいサポートの充実 ２ 

６ 子供たちの学びを支える教師力・学校力の強化 ７ 

その他 

その他 １１ 

合計 ６４ 

 

属  性 人 数 

ア 児童・生徒   １ 

イ 学生   ０ 

ウ 保護者   ７ 

エ 学校関係者   ７ 

オ その他（個人・団体） １２ 

合計  ２７ 

 

イ 属性と人数 
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都民からの主な意見と見解 

章 分野 主な意見 意見に対する見解 

第 

１ 

章 

１「未来の東京」

の姿 

・「未来の東京の姿」にどれだけ
都民の願いが反映されている
のか。子供たちは「未来の東京」
の担い手であり、「社会の宝」と
いうのならば、まず子供たちの
自身の願いを聴取することが
必要である。 

・東京都教育施策大綱の策定に当たっ
ては、子供たちへのアンケートや聞き
取りを行い、その内容は総合教育会議
でも報告しています。また、本大綱の
「参考資料」には、子供たちから聞き
取った意見を掲載しています。今後
も、子供たちの意見を聞く機会を大切
にしていきます。 

２「未来の東京」

に生きる子供の姿 

・今後の社会をどう変えていく
か、子供たちが主体的に考える
ことができるよう、意欲や能力
をもつ子供たちを育てていく
必要がある。 

・予測困難なこれからの時代におい
て、子供たち自身が、生涯にわたって
遭遇する課題や抱える悩みにしっかり
と向き合い、能動的に解決しながら生
きていこうとする力を身につけること
ができるよう、本大綱に基づいて施策
を展開していきます。 
 

・「自らの個性や能力を伸ばし、
様々な困難を乗り越え、人生を
切り拓いていくことができる」
という「子供の姿」を、どうや
って実現していくのか。 

・本大綱は、今後の教育の方向性を示
したものであり、具体的な施策は本大
綱に基づいて今後展開していきます。
なお、第 3 章において、特に重要で優
先的に取り組む事項を示しています。 

・「多様な人々が生きる社会で
他者への共感や思いやりを持
つ」ということは素晴らしいこ
とだと考える。そのような社会
を子供たちが作っていく、とい
う未来に期待したい。 

・すべての子供たちが、自分を大切に
する気持ちと同様に多様性を認め、お
互いを理解、尊重する気持ちを持つこ
とが大切です。このことについては、
第１章の２に記載しました。 
・第２章の３に記載した「東京型教育
モデル」の実践により、その具現化を
目指していきます。 

・「我が国には、礼節を重んじ、
互いに助け合って生活する国
民性や美徳がある」とあるが、
我が国だけのこととは限らな
いのではないか。 

・統計数理研究所が実施した「日本人
の国民性調査（第 13 次調査）」（平成
27 年 2 月）によれば、「日本人の長所
として挙げられるものを具体的な 10
個の性質の中から複数選択可として選
択してもらったところ、勤勉、礼儀正
しい、親切、を選択した人が 7 割を超
えている。」とされています。 
・グローバル化が進むこれからの社会
においては、多様な文化や価値観を理
解しお互いに協力し合うことが必要で
す。そのためには、まず自らが、我が
国や郷土の伝統や文化を理解し、その
上で、異なる言語や文化、価値を乗り
越えて関係を構築するためのコミュニ
ケーション能力と協調性などを身に付
ける必要があると考えています。 
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第 

１ 

章 

２「未来の東京」

に生きる子供の姿 

・子供たちが将来への希望を持
つためには、自己肯定感を高
め、様々な能力等が伸長・評価
されることが必要と考える。 

・子供たちが将来への希望を持つため
には、知識の習得だけでなく、自分の可
能性を自分で認め、自己肯定感や自己
有用感を持って、どのように人生や社
会をより良いものにしていくのか、自
ら考え、その持てる力を伸ばし、発揮し
ていく力を身に付けていく必要があり
ます。 
・このことについては、第１章の２に
記載しました。 
 

第 

２ 

章 
 

１ 東京の目指す

教育 

・「これまで以上に、子供や保護
者、教職員の目線を大切にす
る」ことは素晴らしいが、「子供
目線」という表現は、再度検討
してほしい。 

・本大綱で用いている「子供目線」とい
う表現については、「子供が自ら伸び、
育つための施策」を検討する際に、大人
の思い込みで構築するのではなく、子
供の立場に立ち、子供に寄り添って構
築していくことを目指して用いていま
す。今後、本大綱について周知する機会
などに、丁寧に説明してまいります。 
 

２「東京の目指す

教育」の実現に向

けて 

 

・「誰一人取り残さず」という表
現にはどのような意図がある
のか。否定的な印象があり、異
なる表現の方が良いのではな
いか。 

・「誰一人取り残さず」という表現に
は、多文化共生社会の進展等により、ま
すます多様化するこれからの時代にお
いて、「様々な状況におかれた子供たち
が、自らの個性や能力を伸ばし、人生を
切り拓いていくことができる」ことを
目指すという意味を込めたものであ
り、重要なキーワードであると考えて
います。 
 

・「誰一人取り残さない」という
理念は素晴らしい。情報弱者に
限らず、虐待を受けている子
供、障害を理解されていない子
供、貧困、不登校等、様々な子
供たちを「取り残さない」とい
う内容の拡充があるとよい。 

・第２章の２（１）③に記載しているほ
か、本大綱全体を通じて、東京都の目指
す「誰一人取り残さず、すべての子供が
将来への希望を持って、自ら伸び、育つ
教育」を実現するための取組の方向性
を示しています。 
 
 

・「グローバル化を背景として、
学習に言葉の壁を抱える子供
も増えている。同時に、学校は
様々な国にルーツを持つ子供
が共に学ぶことが当たり前の
環境となっている。」という認
識を評価する。様々な国にルー
ツをもつ子供のアイデンティ
ティが不安定にならないよう
に配慮することが重要。 
 

・一人ひとりの違いを個性として受け
止め、それぞれが自ら伸びようとする
意欲を引き出す学びの実現が必要で
す。そのため、第３章の１や４に示した
とおり、子供の状況に応じた教育を実
践していきます。 
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第 

２ 

章 

３「東京型教育モ

デル」の実践 

 

・ＩＣＴによる学習履歴等を活
かすことで、更に子供たちに最
適化された学びを提供するこ
とが可能となるが、過去のデー
タで将来の選択肢を狭めるこ
とが無いように注意する必要
がある。学習履歴がいつまで保
存され、何に使われるのか、デ
ータが流出する心配はないの
か等々、不安を感じる点は多
い。 

・児童生徒の学習履歴等、教育データ
の活用に向けては、学校における環境
整備のほか、教員の研修の実施等、様々
な対応が必要になると考えています。
一人一人に応じた質の高い学びの実現
に向けて、環境整備とともに、教員の資
質向上等の充実を図り、適切かつ効果
的な教育データの活用に向けて、取り
組んでいきます。 

・多様な人々が共に暮らす時代
だからこそ、互いの違いに気付
き、認め合い、プラスの力に変
えていく経験を集団生活の中
で実践することができれば、い
じめや不登校なども改善され
るのではないか。 

・学校における人間同士のリアルな関
係づくりや関わり合い、自分の感覚や
行為を通して理解する多様な体験活動
などの重要性は、これからの時代にこ
そ一層高まります。 
・このことについては、第２章の３
（２）に記載しました。 
 

第 
３ 

章 

 

「
東
京
型
教
育
モ
デ
ル
」
で
実
践
す
る
特
に
重
要
な
事
項 

全体を通じ

て 

・第３章以前の記述には、外部
の力が必要と示されているが、
重要事項１から６に、明記され
てないのはなぜか。 

・第３章の１から６の全体を通じて、
デジタル技術や社会の力を活用した学
びを検討し、展開していきます。 

・重要事項の１～６に、コロナ
禍に関する具体的な言及がな
い。保護者の立場からすると、
「子供たちの今後の教育環境
の担保」は重要なポイントであ
る。 

・本大綱では、第１章の１に記載のと
おり、今後は、「サステナブル・リカバ
リー」の視点を踏まえ、「新しい日常」
の定着やデジタルトランスフォーメー
ションの推進が図られていくものと考
えています。また、第 2 章２（３）に
記載したように、いかなる状況でも子
供たちの学びを止めない仕組みを構築
していきます。 

１ 一人ひとり
の個性や能力に
合った最適な学
びの実現 

  

２ Society5.0
時代を切り拓く
イノベーション
人材の育成 

  

３ 世界に 

羽ばたくグロ

ーバル人材の

育成 

 

・「我が国や郷土が育んできた
伝統や文化に立脚した広い視
野」とあるが、「伝統や文化に立
脚した広い視野」について、具
体的に示してもらいたい。 

・国際社会で活躍するためには、主体
的に物事を考え、多様な文化や価値観
をもつ人々に自分の考えを分かりやす
く伝え、相手の立場に立って互いを理
解することができる力が必要です。 
・そのため、まず自らが、我が国や郷土
の伝統や文化を理解し、その上で、異な
る言語や文化、価値を乗り越えて関係
を構築するためのコミュニケーション
能力と協調性、新しい価値を創造する
力を身につけることができるよう、育
成していきます。 
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「
東
京
型
教
育
モ
デ
ル
」
で
実
践
す
る
特
に
重
要
な
事
項 

４ 教育の 

インクルー

ジョンの推

進 

 

・障害のある子供と障害のない
子供たちが互いを理解し、共生
することは、とても大切なこと
である。これを重要事項に挙げ
たことは、大きな意義がある。
「インクルーシブ教育システ
ム」ではなく、「教育のインクル
ージョン」と表現していること
については、定義を明示する必
要がある。 

・国においては、障害者の権利に関す
る条約に基づく「インクルーシブ教育
システム」の理念が重要であるとし、そ
の構築に向けて、特別支援教育を着実
に進めていく必要があるとされていま
す。 
・本大綱で示す「教育のインクルージ
ョン」は、「誰一人取り残さず、すべて
の子供が将来への希望を持って、自ら
伸び、育つ教育」の実現に向けて、様々
な状況にある子供たちが、その力を伸
ばし、多様な人々と接し、共に支えあう
ことができるよう、教育を充実させて
いくという意図で用いています。 
 

・子供たちの心は、大人よりも
バリアフリーな面があります
が、それはまだまだ未熟で、揺
らぐ部分でもあると思うので、
様々な体験ができる環境を大
人が作り、その中で、たくさん
感じて考えて、心を育てていっ
てほしい。 

・多様な人々が共に暮らす社会におい
ては、考え方や背景の異なる人々が共
存することとなります。そのような社
会を生きる子供たちには、自分を大切
にする気持ちと同様に他者を受け止
め、お互いを理解、尊重する気持ちを育
てることが重要です。そのことは、第１
章の２にも記載しました。 
 

・障害のない子供と一緒ではな
く、特別支援学校で専門的な支
援を受けたいと思っている親
子もいます。その子のニーズに
応じて親子が安心してその学
校で障害特性に合わせた学習
を受けられるように、環境と就
学相談の整備をおねがいしま
す。 
 

・障害の有無等にかかわらず、一人ひ
とりの違いを個性として受け止め、そ
れぞれが自ら伸びようとする意欲を引
き出す学びの実現が必要です。そのた
め、第３章の１に示した取組も含め、子
供に合わせた教育を実践していきま
す。 

５ 子供た

ちの心身の

健やかな成

長に向けた

きめ細かい

サポートの

充実 

・学校だけでなく、社会全体で
子供たちの心身のきめ細かい
サポートを行うことについて、
具体的な施策案を示して欲し
い。 

・例えば、スクールカウンセラーやス
クールソーシャルワーカー等、学校は
これまでも多様な専門家等と連携し
て、子供たちの心身のきめ細かいサポ
ートを行ってきました。今後は更に、学
校と地域社会の様々な主体が連携し、
社会全体で子供の成長を支え、見守っ
ていきます。 
・なお、施策の一例として、いじめ防止
の対策や自殺対策に関する教育の推進
等を示しています。 
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・生涯にわたって心身の健康を
維持していけるよう、「知」「徳」
「体」の「徳」や「体」に関す
る教育の充実を図ることは重
要。生涯にわたって自らの健康
を維持していくことは大切で
ある。 

・「徳」や「体」に関する教育について
記載したほか、第 2 章の３（２）にも、
「学校の役割」として記載しました。 

６ 子供たち

の学びを支え

る教師力・学

校力の強化 

・学校や教員の持つ力の更なる
強化のために、地域でサポート
できることはあるか。 

・今後、学校においては、これまで以上
に、地域を含む外部の人的・物的資源を
教育活動に取り入れ、社会とつながる
体験や経験の場を設けることにより、
子供たちが新たな気付きを得られる学
びを実現していきます。 
 

・デジタルを活用していく教員
一人一人の意識が重要。校内研
修やオンライン研修などで、教
員への「教育」が着実に進むこ
とを願う。デジタル弱者をなく
すために、早期の機器や通信環
境の整備を文面に出すべき。 
 

・施策の例として記載したほか、第２
章の２（１）や３（２）に記載していま
す。 

・コロナ禍での学校・教員は、
感染防止のための教育環境整
備という新たな仕事が加わり、
本当に忙しく大変そうである。 
・教員の働き方改革の視点から
も、サポート人材や教員のメン
タルヘルスの視点が必要だと
考える。 
 

・子供を導く教員の役割は非常に大き
く、こうした役割を果たしていくには、
教員が心身ともに健康であることが重
要です。 
・このことから、施策の一例として、教
員の負担を軽減し、教育の質を向上さ
せる「働き方改革」等を記載しました。 

 

その他 

・「誰一人取り残さず、すべての
子供が将来への希望を持って、
自ら伸び、育つ」ためには、少
人数学級を実現する必要があ
る。東京都教育施策大綱に明記
すべきである。 

・国における、いわゆる義務標準法の
改正による学級規模の見直しに対応す
るとともに、習熟度別指導の推進や教
科担任制の導入など、様々な取組を総
合的に講じることにより、小学校にお
ける教育活動の充実を図っていきま
す。 
・こうした考え方を踏まえ、第 3 章の
１において、施策例を記載しました。 
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参考資料 「児童・生徒から意見の聞き取り」の結果について  

東京都教育施策大綱の策定にあたり、大綱（案）の骨子について、児童・生徒からの意見の聞き取

りを行いました。 
 

概 要（１）実施期間 

   令和３年１月８日（金）から令和３年１月 29 日（金）までの期間 各校１日 

（２）方法 

   都職員による対象校訪問、説明、ディスカッション等による 

（３）対象校 

   都内公立の小学校２校（23 名）、中学校２校（17 名） 

   高等学校１校（12 名）、特別支援学校１校（７名）計６校（計 59 名）  

  

主な意見 校種 

・「自らの個性や能力を伸ばし、様々な困難を乗り越え、人生を切り拓いて
いくことができる。」ようになるためには、自分を認めてあげようとする
考え方が大切。 

中学校 

・新しい学びでは、専門にしている人やそのことに詳しい人から教えてもら
いたい。八村塁選手（NBA）のような人に学校に来てもらい、バスケット
ボールを教わりたい。 

小学校 

・対面学習とオンライン学習を効果的に組み合わせた学校生活は、とても重
要。 

中学校 

・未知の問題に対する対応力を育むには、受動的な体験だけでなく、子供が
能動的に体験できる、型にはまらない柔軟な教育も大切。 

高等学校 

・これから AI が発達する社会になっていくので、人と人とのコミュニケー
ションはとても大切。コンピューターなどを上手く使い、これからの社会
に慣れていくことが必要。 

小学校 

・先端技術が発達した社会において、IＣT を発展させていく能力や、IＣT に
飲み込まれない論理的な思考や自ら考える力が必要。 

高等学校 

・世界的に見て、日本の英語教育や国際理解教育は遅れている。グローバル
化が進む中、英語力は今まで以上に必要。 

中学校 

・グローバル化の進む今だからこそ、学生のころから日本の文化に触れる機
会を増やし、自分の生まれ育った国をよく理解し、誇りを持つことが大
切。 

高等学校 

・これからは海外の人々が増えるので、様々な個性を持った人々とお互いに
認め合い、支え合っていきたい。 

小学校 

・子供たちの特徴を踏まえ、支援が必要な生徒のために動こうとする姿勢や
思いやりを育むことが大切。 

特別支援学校 

・インターネットの恐ろしさは、ウィルスや個人情報の漏洩以外にも、誹謗
中傷やいじめにつながる場合もある。その危険性についても教育に入れて
ほしい。 

中学校 

・教育者全員がデジタルに対応できる技術を身につける必要がある。その技
術を身につける機会を増やしたほうがよい。 

特別支援学校 
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東京都 


